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村
上
北
小
学
校
・
新
木
戸
小
学
校
の 

プ
ー
ル
を
市
民
に
開
放
し
ま
す

　

市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
人
を
対
象
に
プ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す
。

　
▼
開
放
場
所
／
日
程　

村
上
北
小
学
校
プ
ー
ル
／
７
月
25
日
㈫
〜
８

月
10
日
㈭
、
新
木
戸
小
学
校
プ
ー
ル
／
８
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬（
い
ず
れ

も
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）　
▼
開
放
時
間　

⑴
午
前
９
時
10
分
〜
正
午

（
受
け
付
け
は
９
時
か
ら
。
10
時
と
11
時
か
ら
10
分
間
休
憩
）※
月
曜
日
は

水
質
調
整
の
た
め
、
午
前
の
部
は
お
休
み
で
す
。　
⑵
午
後
１
時
10
分
〜

午
後
４
時（
受
け
付
け
は
１
時
か
ら
。
２
時
と
３
時
か
ら
10
分
間
休
憩
）

▼
利
用
条
件　

原
則
と
し
て
１
日
１
回
で
各
回
先
着
90
人（
１
日
２
部
制

で
１
回
ご
と
に
入
れ
替
え
）。
小
・
中
学
生
は
、
利
用
時
に
保
護
者
同
意
書

（
プ
ー
ル
カ
ー
ド
）が
必
要
で
す
。
プ
ー
ル
カ
ー
ド
は
、
支
所
、
図
書
館
、

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
幼
児
は
、
成
人
同
伴
で
、
オ
ム
ツ
が
取
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す（
成
人
１
人
に
対
し
、
幼
児
２
人
ま
で
同
伴
可
能
）  

▼
利
用
料
金
　
20
円（
傷
害
保
険
料
）

【
注
意
事
項
】①
水
着
、
水
泳
帽
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い　

②
ゴ
ム
ボ
ー

ト
や
足
入
れ
式
の
浮
き
輪
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん　
③
学
校
敷
地
内
へ

の
車
の
乗
り
入
れ
や
自
転
車
で
の
来
校
は
で
き
ま
せ
ん　
④
刺
青
の
あ
る

人
は
使
用
で
き
ま
せ
ん　
⑤
サ
ン
オ
イ
ル
や
日
焼
け
止
め
な
ど
、
水
質
劣

化
の
原
因
と
な
る
物
は
使
用
で
き
ま
せ
ん　
⑥
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み

物
を
除
き
、
飲
食
物
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
へ
持
ち
込
め
ま
せ
ん　
⑦
小
・
中

学
生
は
、プ
ー
ル
カ
ー
ド
が
無
い
場
合
入
場
で
き
ま
せ
ん（
同
意
書
記
入
・

押
印
漏
れ
も
同
様
）　
⑧
そ
の
他
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
監
視
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い　
⑨
学
校
へ
利
用
当
日
の
実
施
状
況
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
で
き
ま
せ
ん　
※
天
候
・
水
温
・
水
質
の
状
況
に
よ
り
、
一
時
休

止
ま
た
は
休
場
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、文
化・

ス
ポ
ー
ツ
課
（
４
８
１
）０
３
０
５
へ

「
八
千
代
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」が

変
わ
り
ま
す

　
八
千
代
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し
、「
八

千
代
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」と
し
て
、
８
月
１
日
㈫

か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
放
置
さ
れ
る
空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て
、
条
例
や
「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」に
基
づ
き
、
空
き
家
の
所
有

者
な
ど
に
適
切
な
管
理
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
、
同
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
「
緊
急
安
全
措
置
」
を

新
た
に
規
定
し
ま
し
た
。
具
体
例
と
し
て
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
時
に

管
理
不
全
な
空
き
家
が
原
因
で
建
築
部
材
が
飛
散
す
る
な
ど
、
公
共
の
場

に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
が
緊
急
に
最
小
限
度
の
範
囲
で

危
害
を
回
避
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
空
き
家
は
個
人
資
産
で
す
。
所
有
者
に
よ
る
管
理
が
基
本
と
な
り
ま
す

の
で
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
建
築
指
導
課
）

　　　明るい選挙
　　　啓発ポスター・標語作品
■ポスター作品　明るい選挙の推進を表すもの。
描画材料は自由。サイズは、画用紙の四ツ切（54.
２㎝×38.２㎝）、八ツ切（38.２㎝×27.１㎝）もしく
はそれに準じる大きさ。一人１点、自作で他に応
募していないもの。
■標語作品　きれいな選挙の推進、棄権防止の
呼び掛けを表すもの。適当な大きさの短冊に20
字以内。一般部門のみはがきでの応募可。一人
２点以内、自作で他に応募していないもの。
■応募方法　ポスターは作品の裏右下に、標語
は作品表の左に次の事項を記入し、９月８日㈮ま
でに〒276-8501市選挙管理委員会へ郵送またはお
持ちください。
【小・中・高校の各部門】学校名、学年、氏名（フリガナ）
【一般部門】住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号
入賞作品の版権は主
催者に属し、作品は
啓発活動などで利用
します。その際には、
市町村名、学校名、
学年、氏名を公表し
ます。応募作品は原
則、返却しません。
（選挙管理委員会）

水辺の危険な場所には近寄らないで
　印旛沼や新川の周辺には農業用の用排水施設
や、洪水を防ぐための施設などがいくつもあり
ます。このような施設周辺では水の事故が発生
しやすく、大変危険です。施設への立ち入りや､
周辺での水遊び、釣りなどは絶対にしないでく
ださい。
　子どもたちがこのような場所で遊んでいるの
を見かけたら注意してください。　  （農政課）

急な天候の変化に注意を
　国内で発生する突発的な雷雨、ひょう、竜巻
などの原因は、発達した積乱雲です。積乱雲は、
夏から台風シーズンに発生しやすく、ここ数年
は、甚大な被害を受ける災害が発生しています。
「雷の音が聞こえてきた」「真っ黒な雲が近づい
てきた」「急に冷たい風が吹いてきた」など、積
乱雲が近づいている予兆を感じたら、頑丈な建
物に避難するなどして、身の安全確保に努めて
ください。　　　　　　　　　  （総合防災課）

部門 期日・場所 応　募　方　法

八千代川柳
大会

９月24日㈰
勝田台文化センター
ホール

課題「清掃」､「いまいましい」､「相談」､「憂さ晴らし」､「のりのり」と、特別
課題｢開く」を２句ずつ提出。当日参加費1,000円（正午～午後１時に受け付 
けで支払い）｡欠席投句は住所・氏名（雅号）・電話番号を明記の上、〒276-0 
043萱田2215-15川柳大会事務局・鈴木みち子 482-4350へ。参加費500 
円（切手可）を現金書留で郵送｡９月16日㈯必着。

八千代菊花
大会

10月21日㈯～
11月15日㈬
旧農業研修センター

（JA八千代市となり）

作品は盆養、ダルマ、福助。いずれも鉢植えのもの。10月10日㈫までに八千代
菊花会・丸山三福 090-6795-8362または丸山靖 080 -1363 -0572へ
申し込みを。出品料１点200円（作品搬入日の10月20日㈮に集金）。出品者
には、会期中の受け付け当番や水やりなどの手伝いを数日お願いします。

市
民
美
術
展

絵画 11月11日㈯～ 19日㈰
市民ギャラリー
13日㈪休館

※搬入11月11日㈯
午前９時集合
搬出11月19日㈰
午後４時から
※作品搬入・搬出
は各自で行う。郵
送、作品の預かり、
一時保管は不可
※隣接の県立八千
代広域公園駐車場
は有料です

一人１点。水彩・油彩・日本画など、
画題、号数（F50号以下）をフックで
吊るせる状態で出品。出品料500円。

往復はがきに、住所・氏名（フリガナ）・
電話番号・ファクス番号・部門（絵画は

「水彩」などを記載）・サイズ（額縁含む）・
額装の有無・縦横・題名・専門家の講評
を希望する人は「講評希望」と明記し､
〒276-0028村上2510オーエンス八千
代市民ギャラリー内「市民美術展事務
局」406-4116へ郵送。９月17日㈰必着。
※出品者は「市民美術展実行委員会」に
参加を。欠席の場合は要連絡。第１回実
行委員会は10月１日㈰、同ギャラリー展
示室で午後１時30分から。この日に出品
料を集金します。
※展示期間中は交代で受け付け当番の協
力をお願いします。

書道・
刻字　

一人１点。刻字は仕上がり寸法（縦フ
リー×横100㎝以内）、裏打ち表装の
こと（額装・軸装可）、釈文を明記。出
品料500円。

写真
白黒またはカラー、一人１点。全紙（64
㎝×53㎝）以内でフックで吊るせる
状態で出品。出品料500円。

工芸
一人１点。幅・奥行１ｍ以内、高さ２ｍ
以内。素材は自由（倒れる危険がない
もの）。出品料500円。

短歌大会
11月12日㈰
八千代台東南公共
センターホール

未発表一首をハガキに書き、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の上、郵送。
10月１日㈰必着。昼食・飲み物は各自持参。会費1,000円は当日支払い。申し込みな
どは〒276-0034八千代台西10-9-5元村泰介 482-3003へ。

子どもの創造
表現フェステ
ィバル2017
～ぼくたちの
夢ステージ～

11月26日㈰
市民会館
小ホール

①対象は18歳以下の子どもたち。ダンス・手品・合唱・劇など、２人以上で舞台発
表ができます。時間は入退場を含めて８分間（時間厳守）。参加費一人500円。先着
12組（１組20人まで）。（事前説明会有）
②当日の進行を担当する小学５年～高校生の子ども制作スタッフも同時募集。
舞台監督・音響・照明などの本格的な舞台裏方体験ができます。参加費一人
1,000円（実行委員会があります）。先着12人。 
③８月29日㈫ふれあいプラザ４階でフェスティバルの看板つくりワークショップ。
参加費一人1,000円。絵具などの絵を描く道具持参。先着15人。①②③とも必 
ず事前に連絡を。８月７日㈪申し込み開始。申し込み・問い合わせは特定非営利活
動法人子どもネット八千代 486-4699（月曜～金曜日午前10時～午後４時）へ。

市民芸能祭
11月3日㈷・4日㈯
市民会館
大ホール

市内在住の個人または市内で活動している団体対象。所定の参加申込書を８月16
日㈬～31日㈭午前９時～午後５時に直接市民会館へ（火曜休館）。申込書は市民会
館、八千代台・勝田台文化センターの各窓口または（公財）八千代市文化・スポーツ振
興財団ホームページからダウンロード。募集するジャンルは各種舞踊、ダンス、カ
ラオケ、詩吟、民謡、落語、楽器演奏など。問い合わせは市民会館 483-5111へ。

手工芸展

11月10日㈮～ 12日㈰
勝田台文化センター
展示室

※搬入11月9日㈭
午前10時から
搬出11月12日㈰
午後３時から

木彫り・陶芸・編み物・ガラス工芸など、手工芸に関するものなら個人・団体・年齢・
性別不問。出品料１区画1,000円（テーブル180㎝×45㎝）。往復はがきに住所・
氏名・電話番号・作品の分野・点数・希望区画、団体の場合は代表者名・参加者
数を明記し、〒276-0023勝田台2-5-1勝田台文化センター内「手工芸展事務局」
へ郵送。８月31日㈭必着。
※出品者は「手工芸展実行委員会」に参加してください。第１回実行委員会は９月
８日㈮、同センター２階音楽室で午前10時から。この日に出品料を集金します。問
い合わせは同センター・小倉 483-2141へ。

お問い合わせは、文化・スポーツ課 481-0305へ

▼

昨
年
の
ポ
ス
タ
ー（
一
般
の
部
）

　

最
優
秀
作
品


